
録
で
あ
る
と
い
え
る
。

（
１
）

前
槁
に
お
い
て
、
古
記
録
の
中
に
み
ら
れ
る
ま
と
ま
っ
た
闘
病
の
記
事
か
ら
、
当
時
の
医
療
の
あ
り
か
た
を
検
討
す
る
試
み
を
行
っ
た
。

『
看
聞
御
記
』
を
用
い
て
、
貴
顕
に
よ
っ
て
医
師
が
抱
え
ら
れ
、
個
人
的
な
理
由
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
知
り
合
い
に
派
遣
し
て
い
た
こ
と
、

薬
に
よ
る
治
療
と
祈
療
の
選
択
の
あ
り
か
た
、
死
と
治
癒
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
儀
礼
を
考
察
し
た
。

（
１
）

今
回
扱
い
た
い
記
録
は
、
十
六
世
紀
中
葉
の
『
言
継
卿
記
』
で
あ
る
。
こ
の
記
録
も
、
前
槁
で
扱
っ
た
『
看
聞
御
記
」
と
同
じ
く
、
比
較

的
傍
証
史
料
に
恵
ま
れ
た
記
録
で
、
何
よ
り
も
「
言
継
卿
記
」
自
体
の
記
録
が
詳
細
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
、
人
名
が
比
定
し
や
す
い
闘
病
記

（
？
こ

さ
ら
に
、
記
主
の
山
科
言
継
に
医
学
の
素
養
が
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
お
り
、
先
行
研
究
も
豊
富
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ふ
だ
ん
か
ら

（
３
）

医
療
行
為
を
行
っ
て
い
た
言
継
が
患
者
の
側
に
立
っ
た
事
例
を
と
り
あ
げ
る
。
服
部
敏
良
が
す
で
に
紹
介
し
て
い
る
闘
病
記
録
で
あ
る
が
、

医
療
行
為
を
行
っ
た
人
物
に
つ
い
て
の
人
名
比
定
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

今
回
は
、
前
槁
と
同
じ
方
法
で
医
療
行
為
を
行
っ
た
人
物
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
医
療
技
術
が
ど
の
よ
う
な
人
び
と
に

一
問
題
の
所
在

古
記
録
に
み
え
る
室
町
時
代
の
患
者
と
医
療
（
三

ｌ
「
言
継
卿
記
」
永
禄
九
年
南
向
闘
病
記
録
か
ら
Ｉ

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
三
巻
第
二
号
平
成
七
年
八
月
十
二
日
受
付

平
成
九
年
六
月
二
十
日
発
行
平
成
八
年
十
月
四
日
受
理

水
谷
惟
紗
久
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記
録
名
を
省
略
す
る
。

①
永
禄
九
年
（
一
五
一
ゞ

門
冬
、
前
胡
等
与
之
、
頭
痛
、
悪
心
、
熱
気
有
之
」

（
事
項
）
七
月
二
十
五
日
夜
、
頭
痛
、
悪
心
、
熱
気
の
み
ら
れ
る
瘡
を
発
す
る
。
五
苓
散
に
川
言
、
完
活
、
人
参
、
麦
門
冬
、
前
胡
な
ど
を

と
き
つ
ぐ
き
よ
う
き

や
ま
し
な
と
き
つ
ぐ

本
論
文
で
扱
う
『
言
継
卿
記
』
は
大
納
言
山
科
言
継
の
日
記
で
あ
る
。
大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
か
ら
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
分
の
原
本

（
“
４
）
（
５
）

が
、
一
部
を
除
き
東
京
大
学
史
料
編
墓
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
国
害
刊
行
会
本
と
続
群
書
類
従
完
成
会
本
か
ら
、
本
記
録
の
記

主
で
あ
る
言
継
が
患
者
の
家
族
と
な
っ
た
事
例
を
と
り
あ
げ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
そ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
七
月

み
な
み
む
き

か
ら
一
ヶ
月
あ
ま
り
に
わ
た
る
、
記
主
、
山
科
言
継
室
、
南
向
の
瘡
闘
病
の
記
録
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
南
向
は
葉
室
頼
継
女

で
、
当
時
言
継
よ
り
十
三
歳
年
下
の
四
十
七
歳
で
あ
っ
た
。

山
科
言
継
に
医
学
の
心
得
が
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
最
初
の
数
日
を
除
け
ば
他
者
に
治
療
を
相
談
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

依
頼
し
た
相
手
が
ふ
だ
ん
医
師
と
し
て
行
動
す
る
人
物
で
は
な
い
、
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
南
向
の
治
療
を
し
た
人
物
と
、
彼
ら
が
ど
れ
ほ

ど
本
格
的
な
治
療
を
行
っ
た
か
を
調
べ
る
過
程
で
、
当
時
の
医
療
と
医
学
が
ど
の
よ
う
な
階
層
の
人
び
と
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
か
を
み

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
闘
病
記
録
を
順
を
追
っ
て
み
て
い
く
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
『
言
継
卿
記
」
に
つ
い
て
は
原
則
的
に

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
、
そ
の
理
由
の
考
察
に
進
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

闘
病
記
録
そ
の
も
の
は
箇
条
書
に
し
て
提
示
し
、
特
徴
的
な
事
項
、
お
よ
び
事
実
関
係
に
つ
い
て
は
、
事
項
と
し
て
注
記
す
る
。
そ
の
あ

と
の
考
察
は
主
に
（
Ａ
）
Ｉ
（
Ｈ
）
の
傍
線
部
に
し
た
が
っ
て
行
う
と
い
う
形
式
を
と
る
。
ま
た
、
記
録
中
で
［
］
は
頭
書
、
注
筆
で
あ

る
こ
と
を
指
し
、
（
）
は
割
注
で
あ
る
こ
と
を
指
す
。

二
南
向
闘
病
記
録
の
提
示

五
六
六
）
七
月
二
十
六
日
条
ｌ
「
南
向
自
去
夜
髻
乱
之
由
有
之
被
煩
之
間
、
（
Ａ
）
五
苓
散
に
加
川
言
、
売
活
、
人
参
、
麦
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②
七
月
二
十
八
日
条
ｌ
「
次
十

七
月
二
十
九
日
条
ｌ
「
（
Ｂ
）

加
え
て
言
継
が
与
え
る
。

与
之
由
被
申
了
（
中
略
）

③
八
月
五
日
条
ｌ
「
大
和
宮
内
大
輔
所
へ
罷
向
、
松
煙
三
丁
遣
之
、
一
蓋
有
之
、
暫
雑
談
了
、
南
向
之
薬
所
望
、
（
Ｄ
）
橘
皮
湯
二
包
被
与
之
」

（
事
項
）
八
月
五
日
、
大
和
方
に
お
い
て
会
食
。
薬
を
橘
皮
湯
に
か
え
る
。
松
煙
を
大
和
に
贈
る
。
松
煙
は
墨
の
一
種
で
そ
れ
ほ
ど
高
価
な

由
被
申
候
間
、
令
調
合
与
之
」

⑤
八
月
九
日
条
ｌ
「
南
向
之
瘡
病
之
薬
、
参
蘇
飲
に
加
草
菓
、
売
活
、
青
皮
等
、
（
Ｇ
）
可
与
之
由
、
大
和
、

（
事
項
）
八
月
九
日
、
大
和
の
指
示
に
し
た
が
っ
て
、
言
継
が
薬
を
調
合
。

⑥
八
月
十
四
日
条
ｌ
「
吉
田
侍
従
兼
和
朝
臣
所
へ
人
遣
之
、
郭
公
黒
焼
所
望
了
、
南
向
瘡
病
可
落
用
也
、

（
事
項
）
八
月
十
四
日
、
吉
田
侍
従
方
に
郭
公
黒
焼
を
依
頼
し
た
。

⑦
八
月
十
九
日
条
ｌ
「
南
向
瘡
少
申
刻
発
了
、
吉
田
兵
衛
督
脈
之
事
申
遣
之
所
、
明
日
可
来
之
由
返
答
了
」

（
事
項
）
そ
の
の
ち
二
十
八
日
ま
で
は
言
継
自
身
が
看
病
し
て
い
る
よ
う
で
、
他
人
へ
の
治
療
の
依
頼
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
二
十
九
日
、

大
和
宮
内
入
道
と
症
状
相
談
。
大
和
の
見
立
て
で
瘡
と
判
断
。

④
八
月
六
日
条
ｌ
「
早
瀬
筑
前
守
酒
損
虚
損
之
問
、
（
Ｅ
）
先
日
養
気
湯
七
日
之
分
十
二
包
遣
之
、
今
日
又
加
麦
門
冬
七
包
遣
之
、
舌
た
、
る

（
事
項
）
八
月
一

も
の
で
は
な
い
。

了
、
／
（
Ｆ
ｌ
２
）
大
和
宮
内
大
輔
に
、
今
夜
南
向
様
体
申
遣
之
、
同
方
三
包
到
」

（
事
項
）
八
月
六
日
、
言
継
、
早
瀬
筑
前
守
に
投
薬
。
反
対
に
大
和
か
ら
薬
が
も
た
ら
さ
れ
る
。

、
由
申
候
了
（
中
略
）
（
Ｆ
ｌ
ｌ
）
大
和
宮
内
大
輔
入
道
へ
、
南
向
去
夜
煩
之
様
申
遣
了
、
同
銘
三
包
到
、
／
南
向
瘡
病
夜
半
過
に
起
、
今
夜
軽

「
次
大
和
宮
内
入
道
所
へ
罷
向
、
近
衛
殿
へ
御
斎
に
参
留
守
云
々
」

（
Ｃ
）
及
黄
昏
大
和
宮
内
入
道
招
請
、
南
向
之
脈
令
診
之
、
大
概
可
成
瘡
病
に
歎
之
由
有
、
先
霊
香
正
気
散
可
与
之

大
和
宮
内
大
輔
に
令
談
合
、
様
体
不
見
定
之
間
無
覚
束
之
由
申
之
、
窪
香
正
気
散
に
加
売
活
、
前
胡
、
先
可

一
包
到
」

、
、
、
被
申
之
間
二
包
先
与
之
」
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（
｜
）
大
和
宮
内
晴
完
に
よ
る
医
療
行
為
と
人
物
の
考
証

こ
こ
で
は
、
七
月
二
十
九
日
条
か
ら
八
月
前
半
ま
で
南
向
を
治
療
し
た
大
和
宮
内
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

（
ア
）
大
和
宮
内
晴
完
に
よ
る
医
療
行
為

①
の
発
病
時
に
言
継
自
身
が
五
苓
散
を
与
え
て
い
る
が
、
こ
の
と
き
は
ま
だ
、
瘡
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
言
継

（
６
）

自
身
が
投
薬
し
て
い
る
の
は
、
夜
間
の
急
な
事
態
で
も
あ
っ
た
ろ
う
が
、
当
時
と
し
て
は
例
外
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
こ
の
「
言

継
卿
記
」
の
中
に
み
ら
れ
る
、
い
く
つ
か
の
事
例
で
も
、
ま
た
、
別
の
記
録
で
も
、
た
と
え
医
学
の
心
得
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
家
族
の
治

（
７
）

療
は
他
の
人
に
任
せ
る
こ
と
が
多
く
あ
っ
た
。
た
だ
、
言
継
は
自
分
の
子
供
の
治
療
は
他
人
に
任
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
言
継
は
以
前

但
事
外
労
煩
也
」

八
月
二
十
日
条
ｌ
「
吉
田
兵
衛
督
来
、
南
向
脈
診
之
、
（
Ｈ
）
風
瘡
に
脾
臓
暑
入
云
々
、
未
熱
気
有
之
由
申
、
烏
梅
湯
三
包
持
来
了
」

（
事
項
）
八
月
十
九
日
、
吉
田
右
兵
衛
督
兼
右
に
脈
を
依
頼
。
翌
日
吉
田
が
診
察
。

⑧
八
月
二
十
二
日
条
ｌ
「
早
々
吉
田
へ
薬
取
に
遣
之
、
草
菓
湯
五
包
到
」

八
月
二
十
三
日
条
ｌ
「
周
監
方
今
日
写
了
、
則
伐
閉
沙
汰
了
、
奥
書
如
此
、
此
一
冊
左
大
史
小
槻
伊
治
宿
祢
、
以
典
薬
頭
重
長
卿
、
盛
長

朝
臣
二
代
日
記
令
抄
出
之
、
名
周
監
方
云
々
（
中
略
）
価
借
大
和
宮
内
大
輔
晴
完
本
」

八
月
二
十
四
日
条
ｌ
「
今
日
三
度
痢
潟
云
々
」

八
月
二
十
六
日
条
ｌ
「
早
旦
吉
田
へ
与
右
衛
門
遣
之
、
南
向
痢
以
下
様
体
申
遣
、
蒼
九
湯
五
包
到
（
中
略
）
南
向
今
夜
も
不
発
、
瘡
病
落
了
、

（
事
項
）
八
月
二
十
二
日
、
草
菓
湯
に
薬
を
か
え
、
吉
田
方
か
ら
届
く
。
二
十
三
日
に
、
大
和
の
持
っ
て
い
た
『
周
監
方
」
を
借
用
し
て
、

こ
れ
を
書
写
し
た
。
二
十
四
日
か
ら
痢
、
潟
の
状
態
を
記
録
し
は
じ
め
る
。
二
十
六
日
に
蒼
九
湯
に
薬
を
か
え
、
同
日
瘡
が
落
ち
た
と
判
断
。

三
闘
病
記
録
の
考
察
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（
８
）

に
も
南
向
を
治
療
し
た
こ
と
が
あ
る
。
治
療
す
る
か
し
な
い
か
は
、
家
族
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
っ
た
基
準
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

言
継
は
、
さ
ら
に
四
日
間
に
わ
た
っ
て
南
向
を
治
療
し
て
い
る
。
こ
れ
は
た
ま
た
ま
、
往
診
し
て
く
れ
る
医
者
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
た
め

で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
自
身
に
よ
る
治
療
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
病
状
に
つ
い
て
不
安
を
お
ぼ
え
た
言
継
は
、
二
十
八
日
に
は
大
和
宮
内
入
道
を
訪
問
し
て
い
る
。
病
状
相
談
の
た
め
で
あ
る
。

大
和
は
留
守
で
あ
っ
て
、
翌
日
よ
う
や
く
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
②
の
二
十
八
日
条
か
ら
わ
か
る
。
（
Ｂ
）
に
は
「
様
体
不
見
定
之

間
無
覚
束
之
由
」
と
あ
り
、
容
体
が
不
分
明
で
不
安
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
大
和
は
そ
う
い
う
言
継
に
、
ま
ず
窪
香
正
気
散
を
与
え

る
べ
き
で
あ
る
と
指
示
し
た
。
夕
刻
に
な
っ
て
、
今
度
は
大
和
が
脈
診
の
た
め
山
科
邸
に
南
向
を
見
舞
い
、
そ
こ
で
瘡
と
診
断
し
、
改
め
て

窪
香
正
気
散
を
勧
め
る
。
そ
し
て
、
実
際
に
調
剤
、
投
薬
し
た
の
は
（
Ｃ
）
の
「
令
調
合
与
之
」
か
ら
み
て
、
言
継
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
Ｇ
）
の
記
録
か
ら
も
、
実
際
の
調
剤
が
言
継
自
身
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
実
際
の
薬
を
大
和
が
も
た
ら
し
て

い
る
の
は
（
Ｄ
）
の
橘
皮
湯
の
み
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
薬
方
を
伝
え
ら
れ
て
自
分
で
調
剤
す
る
こ
と
は
、
室
町
期
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
、
た
と
え
ば
「
小
乗
覚
自
養
録
紙
背
文
言
」

（
９
）

（
慶
応
大
学
所
蔵
『
曲
直
瀬
家
文
言
」
）
の
言
田
山
義
綱
書
状
」
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
数
通
の
書
状
中
に
書
か
れ
て

い
る
「
医
道
伝
授
」
と
は
、
中
風
と
な
っ
た
畠
山
義
綱
に
、
曲
直
瀬
道
三
が
適
宜
薬
方
を
書
状
に
よ
っ
て
伝
え
た
も
の
を
指
し
、
そ
の
指
示

に
よ
っ
て
薬
を
用
い
る
の
は
畠
山
側
で
あ
っ
た
。
今
回
の
大
和
の
指
示
に
し
た
が
っ
た
言
継
に
よ
る
調
剤
も
、
同
じ
あ
り
か
た
で
あ
ろ
う
と

（
イ
）
大
和
宮
内
晴
完
と
は
誰
か
ｌ
武
家
の
実
力
者

さ
て
、
記
録
中
に
、
大
和
に
対
し
て
敬
語
「
被
申
候
間
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
大
和
と
は
、
室
町
幕
府
奉
公
衆
、

（
Ⅲ
）

大
和
宮
内
大
輔
晴
完
、
の
ち
の
大
和
宗
恕
で
あ
る
。
彼
に
よ
る
医
療
行
為
は
今
回
の
事
例
の
ほ
か
に
、
『
言
経
卿
記
」
天
正
十
一
年
（
一
五
八

（
Ⅲ
）

三
）
八
月
十
一
日
条
な
ど
に
も
み
ら
れ
る
が
、
も
と
も
と
医
者
と
し
て
行
動
す
る
人
物
で
は
な
い
。
大
和
宮
内
の
名
は
『
言
継
卿
記
』
永
禄
元

思
わ
れ
る
。

(51）191



（
ウ
）
大
和
宮
内
晴
完
と
は
誰
か
ｌ
教
養
人

（
崎
）

彼
は
、
実
力
者
で
あ
る
と
と
も
に
教
養
人
で
も
あ
っ
た
が
、
彼
の
教
養
の
中
に
医
学
の
素
養
も
含
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

（
別
）

⑧
の
八
月
二
十
三
日
条
に
よ
れ
ば
、
言
継
が
書
写
し
た
医
書
『
周
監
方
」
は
、
大
和
宮
内
大
輔
本
と
さ
れ
て
お
り
、
大
和
か
ら
借
用
し
た
本

（
略
）

「
萩
藩
閥
閲
録
』
二
八
の
大
和
忠
左
衛
門
に
よ
る
記
録
に
は
、
大
和
晴
完
は
慶
長
六
年
な
い
し
、
同
八
年
の
死
去
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か

（
略
）

し
、
一
方
で
「
言
経
卿
記
」
慶
長
九
年
二
六
○
四
）
正
月
十
一
日
条
で
は
「
百
六
歳
鰍
、
言
語
道
断
、
、
」
と
あ
る
。
同
時
代
の
史
料
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
後
者
の
『
言
経
卿
記
」
に
し
た
が
う
と
し
て
、
さ
ら
に
逆
算
す
れ
ば
、
南
向
を
診
察
し
た
時
に
は
、
六
十
八
歳
。
す
で
に
足

（
ｒ
）

利
氏
の
有
力
な
家
臣
の
一
人
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
、
「
惟
房
公
記
」
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
四
月
五
日
か
ら
閨
六
月
八
日
条

（
肥
）

に
み
ら
れ
る
、
中
御
門
宣
将
と
東
坊
城
種
長
の
問
で
発
生
し
た
、
楮
公
事
徴
収
権
を
め
ぐ
る
相
諭
の
調
停
役
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
、
す
で
に
禁
裏
か
ら
倫
旨
が
発
せ
ら
れ
て
決
着
し
た
事
柄
の
再
確
認
と
い
う
訴
訟
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
縮
旨
を
武
家
（
三
好
）
に
伝

え
、
三
好
の
「
下
知
案
」
を
発
給
、
施
行
す
る
と
い
う
立
場
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
彼
が
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
、
相
論
の
調
停
に
あ
た

っ
た
の
は
武
家
側
の
実
務
を
担
当
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
も
と
も
と
の
身
分
は
と
も
あ
れ
、
当
時
、
政
治
的
に
相
当
に
重
要
な
立
場
に
あ

番
と
し
て
し
ば
し
ば
出
仕
し
て
い
る
。

（
田
）

大
和
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
ろ
う
。
大
和
氏
は
武
家
故
実
の
家
柄
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
安
土
桃
山
時
代
以
降
、
大
和
宮
内
大
輔
晴
完
、

の
ち
の
大
和
宗
恕
が
毛
利
家
に
出
仕
し
て
か
ら
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
大
和
氏
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
点
が
め
だ
ち
、
実

（
Ｍ
）

際
に
は
新
興
の
家
柄
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
天
理
図
書
館
所
蔵
『
大
館
常
興
日
記
」
天
文
十
四
年
記
に
よ
れ
ば
、
将
軍
家
御
成
の
当

ず
け
る
。

（
吃
）

年
（
一
五
五
八
）
三
月
六
日
条
ほ
か
に
奉
公
衆
と
し
て
み
え
、
「
群
書
類
従
』
二
十
九
編
所
収
、
「
永
禄
六
年
諸
役
人
附
」
に
は
申
次
筆
頭
と
し

て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
武
家
側
の
実
力
者
で
あ
っ
て
、
言
継
が
南
向
を
治
療
し
て
も
ら
う
の
に
敬
語
表
現
を
用
い
た
こ
と
も
う
な

っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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で
あ
っ
た
。
の
ち
に
な
っ
て
も
、
山
封

書
の
や
り
と
り
を
し
た
り
し
て
い
る
。

大
和
が
言
経
に
医
書
の
伝
授
を
し
た
記
録
上
の
初
見
は
、
『
言
経
卿
記
』
天
正
十
年
二
五
八
三
九
月
十
六
日
条
の
「
琢
要
方
（
金
瘡
方
ご

（
幻
）

の
借
用
、
同
十
九
日
条
の
「
金
瘡
薬
共
相
伝
」
、
同
二
十
二
日
条
の
「
疵
内
薬
秘
伝
薬
薬
方
」
の
伝
授
と
い
っ
た
一
連
の
記
事
で
あ
る
。
そ
の

（
型
）

の
ち
、
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
九
月
二
十
四
日
に
は
『
盛
方
院
家
秘
方
」
八
冊
、
抄
出
一
冊
が
大
和
か
ら
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
の
を
は
じ

め
と
し
て
、
言
経
が
書
写
す
る
た
め
の
医
書
を
大
和
か
ら
借
り
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
一
方
的
な
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
、
天
正
十
年
（
一

（
劃
）

五
八
二
）
九
月
二
十
一
日
条
の
記
事
に
よ
れ
ば
「
気
絵
図
」
を
大
和
に
貸
与
し
て
、
同
時
に
「
気
巻
」
な
る
も
の
を
大
和
か
ら
返
却
さ
れ
て
お

（
路
）

り
、
『
言
経
卿
記
」
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
十
一
月
一
日
条
に
「
大
和
宗
恕
入
来
、
続
添
鴻
宝
四
、
ア
ッ
ラ
レ
ニ
了
」
と
い
う
こ
と
で
大

和
か
ら
依
頼
さ
れ
、
同
八
日
に
は
言
経
が
そ
れ
を
遣
わ
し
て
い
る
記
事
も
み
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
軍
陣
八
卦
に
関
し
て
『
軍
敗
」
を
言
経

（
別
）

か
ら
貸
与
し
て
い
る
よ
う
に
、
大
和
の
教
養
の
あ
る
部
分
は
、
山
科
家
と
の
つ
き
あ
い
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
医
書
の
や
り
と
り
は
、
医
学
が
彼
の
教
養
の
主
な
も
の
で
は
な
い
に
せ
よ
、
そ
れ
を
も
っ
て
周
囲
の
人
々
が
大
和
に

（
妬
）

評
価
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
ま
た
、
毛
利
家
に
薬
を
も
た
ら
し
た
「
宮
内
殿
」
は
彼
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
が
、
政
治
的
な
要
因

を
捨
象
す
れ
ば
、
や
は
り
彼
の
医
学
の
教
養
が
、
毛
利
の
関
係
者
か
ら
評
価
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
エ
）
楽
を
通
じ
た
山
科
家
と
の
関
係

山
科
家
と
彼
と
の
関
係
は
、
も
と
も
と
医
療
行
為
を
媒
介
に
し
た
も
の
で
は
な
く
、
公
的
な
立
場
で
の
関
係
以
外
で
は
、
多
分
に
教
養
人

ど
う
し
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
山
科
家
は
楽
の
家
柄
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
大
和
は
、
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
か
ら
そ
の
翌
年
に
か
け
て
の

（
坊
）
（
加
）

い
く
つ
か
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
し
ば
し
ば
山
科
家
に
音
曲
の
本
を
貸
し
だ
し
て
い
る
。
そ
の
中
の
三
月
八
日
条
に
「
則
使
二
苅
萱
之
本
写
之

遣
了
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
本
は
山
科
家
で
書
写
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

当
初
、
こ
の
関
係
は
大
和
の
蔵
書
を
言
継
が
借
り
る
と
い
っ
た
一
方
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
楽
の
家
と
し
て
は
大
和
よ
り
も
は
る
か
に
歴

山
科
家
と
大
和
宮
内
の
関
係
は
続
い
た
。
記
録
に
は
大
和
宗
恕
と
記
載
さ
れ
る
が
、
言
継
息
の
言
経
と
医
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大
和
と
言
継
の
こ
ま
め
な
治
療
は
、
与
え
る
薬
を
短
期
間
で
か
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
察
で
き
よ
う
。
⑤
に
は
八
月
九
日
、
大
和
の
指

示
で
言
継
が
参
蘇
飲
に
草
菓
、
売
活
、
胄
皮
等
を
加
え
て
調
合
し
、
南
向
に
与
え
て
い
る
。
参
蘇
飲
が
こ
こ
で
用
い
ら
れ
た
の
は
、
（
Ｇ
）
の

史
の
あ
る
山
科
家
が
、
大
和
か
ら
そ
の
蔵
書
を
借
り
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
述
の
「
周
監
方
」
は
、
大
和
の
蔵
吉
を
も
と
に
し
て
吉
写
し
て

（
訓
）

い
る
が
、
当
時
の
公
家
社
会
に
と
っ
て
、
新
興
の
武
家
が
所
蔵
す
る
書
籍
を
信
用
す
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
言
継
は
、
こ

（
蹄
）

の
音
曲
本
の
貸
与
に
い
た
く
感
謝
し
て
い
る
よ
う
で
、
三
月
七
日
条
に
は
言
継
が
大
和
邸
に
赴
い
て
、
子
供
た
ち
に
土
産
を
与
え
、
さ
ら
に

そ
こ
で
宴
会
を
主
催
し
て
い
る
。
翌
日
に
は
大
和
が
言
継
邸
に
前
日
の
礼
に
来
て
い
る
。
ま
た
、
互
い
に
自
身
が
訪
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

彼
ら
が
ほ
ぼ
同
じ
社
会
的
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
も
窺
え
る
。

そ
の
よ
う
な
関
係
が
、
た
ま
た
ま
南
向
の
発
病
に
よ
っ
て
医
師
と
患
者
の
家
族
と
い
う
も
の
に
転
化
し
た
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

医
療
行
為
に
伴
う
報
酬
に
つ
い
て
は
記
録
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
③
に
あ
る
よ
う
に
松
煙
な
る
墨
を
贈
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。

（
オ
）
薬
を
も
た
ら
す
か
、
薬
方
を
指
示
す
る
か

さ
て
、
（
Ｄ
）
に
よ
れ
ば
、
先
日
の
霊
香
正
気
散
の
よ
う
な
薬
の
指
示
に
よ
る
も
の
と
は
異
な
り
、
今
度
は
橘
皮
湯
を
大
和
が
持
っ
て
き
た
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
数
日
間
の
山
科
家
を
め
ぐ
る
薬
の
や
り
と
り
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
と
思
う
。

④
で
は
、
八
月
六
日
、
言
継
は
早
瀬
筑
前
守
に
投
薬
し
て
い
る
。
（
Ｅ
）
で
は
以
前
に
七
日
分
を
渡
し
て
い
た
が
、
そ
の
日
、
ま
た
数
日
分

と
推
定
さ
れ
る
分
量
を
渡
し
て
い
て
、
投
薬
が
比
較
的
長
期
に
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
言
継
は
ま
と
め
て
何
日
か

の
分
の
薬
を
人
に
渡
す
存
在
で
あ
る
が
、
同
日
に
は
一
日
毎
に
薬
を
も
ら
う
存
在
で
も
あ
る
。
（
Ｆ
ｌ
ｌ
、
２
）
を
み
る
と
、
前
日
の
南
向
の

容
体
を
大
和
に
伝
え
て
同
銘
三
包
を
も
た
ら
さ
れ
、
そ
の
日
の
夜
半
の
容
体
を
伝
え
て
、
さ
ら
に
三
包
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
記
録
は
、
む

し
ろ
記
載
事
項
該
当
月
日
の
当
日
に
書
か
れ
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
こ
の
時
期
に
は
翌
日
以
降
に
書
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

な
条
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
前
後
関
係
の
考
察
は
困
難
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
一
日
分
ご
と
に
、
こ
ま
め
な
治
療
行
為
が
な
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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「
先
与
之
」
か
ら
判
断
し
て
、
と
り
あ
え
ず
用
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
薬
に
よ
っ
て
、
大
和
が
も
た
ら
し
た
り
、
反
対
に
、
言
継
が
調
合
し
た
り
と
い
う
違
い
が
み
ら
れ
る
が
、

（
”
）

こ
れ
は
薬
種
の
あ
る
な
し
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
当
時
の
公
家
は
一
尺
素
往
来
」
に
数
種
の
常
備
薬
の
勧
め
が
載
る
な
ど
、
家
々
に
そ
れ

（
躯
）

な
り
の
薬
剤
の
備
蓄
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
山
科
家
は
『
言
国
卿
記
」
、
『
山
科
家
礼
記
』
を
み
る
と
応
仁
、
文
明
期
を
中
心
に
知
り
合
い

の
地
下
楽
人
、
豐
原
統
秋
や
家
司
大
沢
久
守
が
中
心
と
な
っ
て
心
気
散
な
ど
の
薬
を
調
合
し
、
公
家
か
ら
領
民
に
い
た
る
ま
で
諸
方
に
配
っ

（
鱒
）

て
い
る
。
こ
の
と
き
の
山
科
家
家
督
は
山
科
言
国
で
、
彼
は
そ
の
調
剤
に
は
直
接
か
か
わ
っ
て
は
い
な
い
が
、
「
山
科
家
礼
記
」
明
応
元
年
（
一

（
洲
）

四
九
二
）
八
月
四
日
条
に
よ
れ
ば
山
科
家
に
は
薬
研
、
節
な
ど
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、
豊
原
に
貸
与
し
て
も
い
る
。
『
実
隆
公
記
』
文
明
七
年
（
一

（
訓
）
（
鋤
）

四
七
五
）
十
一
月
二
十
日
条
を
は
じ
め
、
当
時
の
公
家
社
会
で
は
薬
の
贈
答
が
広
く
み
ら
れ
る
か
ら
、
他
家
に
も
し
か
る
べ
き
薬
の
準
備
が
あ

（
認
）

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
「
言
経
卿
記
」
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
二
月
二
十
三
日
条
で
、
京
よ
り
下
向
し
て
き
た
大
和
宗
恕
が
も
た
ら

し
た
富
香
丸
の
よ
う
に
、
土
産
物
と
し
て
や
り
と
り
さ
れ
る
薬
も
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
ど
の
よ
う
な
薬
を
準
備
し
て
い
る
か
は
家
に
よ
っ
て

異
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
言
継
も
他
家
に
薬
の
依
頼
を
し
て
い
て
、
そ
れ
は
当
方
で
払
底
し
て
い
る
か
ら
で
あ
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
と
き
山
科
家
に
な
か
っ
た
薬
を
相
手
が
持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
『
言
継
卿
記
」
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）

（
制
）
（
妬
）

二
月
二
日
条
に
は
、
嫡
子
内
蔵
頭
の
病
に
禁
裏
へ
蘇
合
円
を
申
請
し
て
い
る
記
事
が
あ
る
。
蘇
合
円
は
禁
裏
だ
け
に
み
ら
れ
る
薬
で
は
な
い

か
ら
、
た
ま
た
ま
所
持
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
お
願
い
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
当
時
の
公
家
社
会
が
そ
れ
ぞ
れ
に
薬
を
準
備

し
て
お
り
、
足
り
な
い
分
は
他
所
に
依
頼
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
、
八
月
九
日
の
記
事
を
最
後
に
南
向
の
治
療
は
大
和
の
手
を
は
な
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
以
上
、
大
和
宮
内
入
道
に
よ
る
医
療
行
為
を

考
察
し
た
。
彼
は
武
家
政
権
の
実
力
者
で
あ
っ
て
、
ま
た
、
所
蔵
す
る
医
書
も
記
録
上
に
確
認
で
き
る
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
と
山
科
家
と
の

関
係
は
、
息
の
言
経
の
時
代
に
も
わ
た
る
長
期
の
も
の
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
は
教
養
人
ど
う
し
の
知
り
合
い
と
い
う
関
係
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
お
り
、

（
力
）

節
の
ま
と
め
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（
二
）
吉
田
兼
右
に
よ
る
医
療
行
為
と
人
物
の
考
証

こ
こ
で
は
、
大
和
宮
内
に
か
わ
っ
て
南
向
に
対
す
る
医
療
を
行
っ
た
吉
田
兼
右
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

（
ア
）
吉
田
兼
右
に
よ
る
医
療
行
為

⑥
の
八
月
十
四
日
条
で
吉
田
侍
従
兼
和
方
に
郭
公
黒
焼
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
吉
田
兼
右
、
兼
和
親
子
、
そ
の
中
で
主
に
父
の
右
兵

衛
督
兼
右
が
、
南
向
の
治
療
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

⑦
の
八
月
十
九
日
、
吉
田
右
兵
衛
督
兼
右
方
に
、
人
を
遣
わ
し
て
南
向
の
脈
診
の
依
頼
を
し
た
。
大
和
の
と
き
に
は
、
七
月
二
十
八
日
に

大
和
の
所
へ
言
継
自
身
が
赴
い
て
い
る
こ
と
に
比
べ
て
薄
礼
で
あ
る
。
翌
日
、
吉
田
が
脈
診
に
お
と
ず
れ
、
（
Ｈ
）
に
よ
れ
ば
風
瘡
に
脾
臓
署

が
入
っ
て
い
る
と
の
見
立
て
で
烏
梅
湯
を
三
包
持
っ
て
き
た
。
⑧
に
よ
れ
ば
八
月
二
十
三
日
に
は
草
菓
湯
、
二
十
六
日
に
は
蒼
尤
散
を
吉
田

の
側
か
ら
届
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
実
際
に
薬
を
も
た
ら
す
も
の
で
、
大
和
が
薬
方
の
指
示
を
主
と
し
た
の
と
比
較
し
て
特
徴
的
な
こ
と
と

い
え
よ
う
。
翌
閨
八
月
に
も
吉
田
に
薬
を
依
頼
し
て
い
る
が
、
薬
そ
の
も
の
が
吉
田
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
吉
田

が
担
当
し
た
の
は
瘡
が
落
ち
る
直
前
の
時
期
で
、
一
定
の
経
過
が
み
ら
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
八
月
二
十
六
日
条
に
は
瘡
は
落
ち
た
が
体
力
が

消
耗
し
て
い
る
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。
吉
田
は
む
し
ろ
予
後
の
回
復
に
あ
た
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

大
和
か
ら
吉
田
へ
の
交
替
は
大
和
の
医
療
に
問
題
が
あ
っ
た
と
言
継
が
考
え
た
と
い
う
よ
り
も
、
当
時
の
慣
例
な
の
で
あ
ろ
う
。
室
町
時

（
郡
）

代
に
は
闘
病
中
に
医
師
を
し
ば
し
ば
交
替
し
て
い
る
。

（
イ
）
吉
田
兼
右
は
誰
か
ｌ
政
治
的
行
動
の
み
ら
れ
る
神
道
家

れ
が
た
ま
た
ま
南
向
の
発
病
に
よ
っ
て
、
医
療
行
為
を
行
う
人
間
関
係
に
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
薬
方
の
指
示
に
よ
る
医
療
が
み

ら
れ
た
。
彼
の
医
学
の
知
識
は
、
彼
の
多
岐
に
わ
た
る
教
養
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
脈
診
を
行
い
、
ま
た
、
橘
皮
湯
は

彼
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
彼
に
も
薬
の
準
備
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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さ
て
⑦
を
み
る
と
、
吉
田
に
対
す
る
敬
語
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
吉
田
は
、
そ
の
の
ち
も
体
力
の
回
復
が
お
く
れ
た
南
向
に
投
薬
を
依

頼
さ
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
山
科
側
か
ら
は
使
者
を
遣
わ
し
て
依
頼
が
な
さ
れ
て
い
る
。
身
分
的
な
問
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

吉
田
右
兵
衛
督
兼
右
は
、
東
山
吉
田
神
社
神
主
で
あ
っ
て
神
道
家
で
あ
る
。
彼
も
医
師
と
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
現
れ
る
こ
と
は
な
く
、
一

生
を
通
じ
て
家
道
で
あ
る
吉
田
神
道
の
教
勢
拡
大
に
携
わ
り
、
神
道
関
係
の
著
書
が
豊
富
で
あ
る
。
神
道
を
広
め
る
た
め
で
も
あ
っ
た
で
あ

（
評
）

ろ
う
が
、
各
地
に
赴
い
て
い
る
こ
と
が
彼
自
身
の
日
記
『
兼
右
卿
記
』
な
ど
か
ら
知
ら
れ
、
同
時
に
京
都
や
他
国
で
政
治
的
な
動
向
も
み
ら

（
錦
）

れ
る
人
物
で
あ
る
。
ま
だ
南
向
に
投
薬
を
行
っ
て
い
る
「
言
継
卿
記
」
閨
八
月
二
十
六
日
条
に
は
「
近
衛
殿
へ
参
、
御
築
地
被
築
之
（
中
略
）

吉
田
右
兵
衛
督
馳
走
、
以
吉
田
浄
土
寺
白
川
衆
二
百
人
調
之
、
又
桂
庄
御
知
行
之
人
数
等
也
」
と
い
う
記
事
が
み
え
る
。
土
木
工
事
の
た
め

に
動
員
で
き
る
人
足
が
手
元
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
と
う
て
い
神
道
家
と
し
て
の
動
員
力
で
は
あ
る
ま
い
。

ま
た
永
禄
元
年
に
、
彼
は
若
狭
国
の
禁
裏
御
料
所
か
ら
の
公
事
銭
を
京
上
さ
せ
る
た
め
に
、
若
狭
守
護
武
田
家
へ
下
向
し
て
い
る
。
『
惟
房

公
記
」
永
禄
元
年
（
一
五
八
八
）
閨
六
月
六
日
、
七
日
条
、
お
よ
び
、
『
言
継
卿
記
』
同
両
日
条
、
『
お
湯
殿
の
上
日
記
」
同
七
日
条
に
よ
れ
ば
、

（
鋤
）

こ
の
と
き
兼
右
は
、
若
狭
か
ら
禁
裏
に
万
疋
余
の
公
事
銭
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

こ
の
中
で
、
「
言
継
卿
記
」
同
七
日
条
の
記
事
で
は
、
吉
田
が
山
科
邸
を
お
と
ず
れ
て
土
産
物
を
差
し
だ
し
て
い
る
が
、
同
年
三
月
九
日
条

に
は
「
吉
田
右
兵
衛
督
来
談
、
明
後
日
若
州
へ
下
云
々
、
禁
裏
供
御
々
料
所
之
事
云
々
」
と
あ
り
、
出
発
前
に
山
科
邸
を
お
と
ず
れ
て
い
る
。

言
継
が
以
前
か
ら
吉
田
の
徴
収
行
為
に
つ
い
て
関
係
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
当
時
こ
れ
だ
け
の
収
益
を
公
家
側
が
受

け
取
る
こ
と
は
諸
方
の
関
心
を
集
め
る
出
来
事
で
あ
っ
た
ろ
う
。

（
㈹
）

さ
ら
に
橋
本
政
宣
も
指
摘
す
る
が
、
永
禄
九
年
か
ら
同
十
年
に
か
け
て
は
、
京
都
の
政
治
的
な
激
動
期
に
あ
た
り
、
幽
閉
か
ら
脱
出
し
て

い
た
足
利
義
秋
（
の
ち
の
義
昭
）
と
、
三
好
の
立
て
た
足
利
義
栄
が
、
と
も
に
将
軍
と
な
る
べ
き
有
資
格
者
で
あ
る
左
馬
頭
と
な
る
時
期
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
義
秋
が
一
時
、
若
狭
武
田
氏
を
頼
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
さ
き
の
若
狭
の
御
料
所
収
入
と
の
つ
な
が
り
が
考
え
ら
れ
る
の

だ
が
、
義
秋
の
左
馬
頭
任
官
の
仲
介
を
し
た
の
は
吉
田
兼
右
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
南
向
を
治
療
し
て
い
る
と
き
に
は
、
彼
は
こ
の
よ
う
な
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大
掛
か
り
な
政
治
的
行
動
を
一
方
で
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
神
道
家
で
は
あ
る
が
、
非
常
に
政
治
性
に
富
む
人
物
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
ウ
）
吉
田
兼
右
は
誰
か
ｌ
親
子
の
共
同
事
業

（
細
）

こ
の
徴
収
行
為
は
、
息
の
侍
従
兼
和
、
の
ち
の
兼
見
も
関
係
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
『
惟
房
公
記
』
永
禄
元
年
二
五
八
八
）
五
月
一
一
日
条

に
は
「
侍
従
卜
部
兼
和
来
、
若
州
等
之
儀
条
々
言
談
」
と
あ
り
、
親
子
と
も
に
若
狭
の
一
件
に
か
ら
ん
で
い
る
。
ま
た
、
医
療
行
為
に
つ
い

（
師
）

て
も
親
子
で
行
わ
れ
て
い
る
事
例
も
み
ら
れ
る
。
『
兼
右
卿
記
」
永
禄
元
年
（
一
五
八
八
）
五
月
二
日
条
に
は
「
大
樹
腫
物
左
御
手
出
来
御
煩

之
由
在
之
、
予
依
不
例
侍
従
兼
和
為
御
見
舞
令
伺
候
了
」
と
あ
る
。
将
軍
、
足
利
義
輝
の
病
を
自
分
が
見
舞
え
な
い
の
で
、
兼
和
に
伺
候
さ

せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
家
の
な
り
わ
い
と
し
て
神
道
、
政
治
、
医
療
な
ど
の
行
為
を
行
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
エ
）
吉
田
兼
右
は
誰
か
ｌ
親
戚
関
係
と
教
養

さ
て
、
当
時
の
吉
田
家
は
坂
氏
の
親
戚
に
な
っ
て
お
り
、
竹
田
瑞
竹
な
ど
と
も
知
り
合
い
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
吉
田
親
子
の
医

（
抑
）

学
知
識
も
相
当
に
高
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
「
兼
右
卿
記
』
永
禄
元
年
二
五
八
八
）
十
二
月
二
十
八
日
条
の
「
春
日
局
、
盛

（
師
）

方
院
嫡
男
慶
松
丸
猶
子
事
申
立
処
、
同
心
問
、
今
日
為
礼
令
間
供
了
」
、
同
永
禄
二
年
二
五
八
九
）
二
月
十
七
日
条
の
「
自
竹
田
瑞
竹
法
印

（
評
）

申
来
云
、
四
十
歳
男
去
年
余
残
万
立
家
之
処
、
以
外
相
崇
了
」
、
同
永
禄
三
年
（
一
五
九
○
）
正
月
十
八
日
条
「
盛
方
院
弥
々
来
、
二
種
二
荷

（
説
）

持
来
了
」
、
同
永
禄
七
年
二
五
六
四
）
正
月
十
七
日
条
「
勝
願
院
来
、
二
十
疋
牛
黄
円
一
貝
持
来
」
に
記
事
が
あ
る
。

（
蛇
）

永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
当
時
、
盛
方
院
は
坂
浄
忠
で
あ
り
、
彼
の
室
は
兼
右
の
女
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
巻
二
九
九

（
卿
）

に
み
え
る
。
「
言
継
卿
記
」
永
禄
元
年
二
五
五
八
）
閨
六
月
二
十
四
日
、
同
七
月
十
九
日
条
に
よ
る
と
、
言
継
は
吉
田
が
旅
宿
と
し
て
い
た

（
“
）

盛
方
院
を
訪
れ
て
い
る
。
ま
た
勝
願
院
と
は
、
法
常
坊
、
法
印
、
坂
光
国
の
子
、
坂
忠
存
で
あ
る
。
山
城
国
加
茂
に
あ
っ
て
針
治
を
行
っ
て

い
た
。
竹
田
瑞
竹
は
人
名
比
定
の
困
難
な
人
物
の
一
人
で
あ
る
が
、
戦
国
期
に
竹
田
瑞
竹
を
名
乗
る
人
物
は
竹
田
定
栄
、
定
珪
の
二
人
と
さ

れ
て
い
る
。
僧
位
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
定
珪
が
法
印
と
な
っ
た
の
は
『
お
湯
殿
の
上
日
記
』
に
よ
れ
ば
永
禄
十
二
年
（
一
五
七
○
）
五
月
七
日

（
妬
）

前
後
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
の
瑞
竹
と
は
定
栄
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
お
湯
殿
の
上
日
記
』
に
は
天
文
年
間
、
し
ば
し
ば
禁
裏
の
脈
診
に
呼
ば
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前
述
し
た
若
狭
下
向
に
つ
い
て
言
継
と
の
関
係
が
み
ら
れ
る
ほ
か
に
は
、
山
科
家
と
ど
の
よ
う
な
付
き
合
い
を
し
て
い
た
も
の
か
、
は
っ

き
り
し
な
い
。
言
継
が
吉
田
に
つ
い
て
記
録
す
る
と
き
に
は
敬
語
が
用
い
ら
れ
ず
、
大
和
に
比
べ
て
軽
く
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。

（
綿
）

永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
な
ど
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
正
月
に
は
神
物
が
吉
田
か
ら
山
科
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
神
官
で
あ
る
兼
右
か
ら
の
贈
り

物
で
あ
る
が
、
個
人
的
な
人
間
関
係
を
示
す
事
例
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

（
網
）

「
言
継
卿
記
』
永
禄
元
年
二
五
五
八
）
正
月
二
十
五
日
条
に
よ
る
と
兼
右
親
子
が
山
科
邸
を
訪
問
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
用
事
が
あ

（
鋤
）

っ
た
も
の
か
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
同
年
三
月
二
日
条
で
は
知
恩
寺
に
数
人
の
公
家
が
参
拝
し
て
お
り
、
こ
の
と
き
兼
右
が
同
道
し
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
言
継
は
吉
田
の
旅
宿
と
な
っ
て
い
た
盛
方
院
を
訪
問
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
閨
六
月
二
十
四
日
に
よ
れ
ば
、
言
継
は
盛
方

（
縄
）

院
に
懸
け
て
あ
る
松
を
洗
っ
て
そ
の
枝
を
差
し
上
げ
ま
し
ょ
う
と
い
わ
れ
て
、
吉
田
を
同
道
さ
せ
て
盛
方
院
ま
で
赴
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
吉
田
が
南
向
を
治
療
す
る
以
前
か
ら
山
科
家
と
知
り
合
い
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
吉
田
も
大
和
と
同
じ
く
当
時
の

教
養
人
と
い
っ
て
も
良
い
人
物
で
あ
る
が
、
そ
う
い
っ
た
教
養
を
介
し
た
山
科
家
と
の
関
係
は
確
認
で
き
な
い
。

前
述
の
よ
う
に
、
兼
右
は
若
狭
か
ら
の
禁
裏
御
料
所
か
ら
の
収
納
や
、
足
利
義
秋
左
馬
頭
任
官
の
仲
介
と
い
っ
た
政
治
行
動
が
み
ら
れ
る

人
物
で
あ
る
。
一
方
で
、
山
科
言
継
は
儀
礼
に
深
く
関
係
す
る
内
蔵
寮
を
管
掌
す
る
山
科
家
の
家
督
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
将
軍
宣
下
が
ど
ち

（
証
）

ら
に
な
さ
れ
る
に
せ
よ
、
山
科
言
継
が
そ
の
こ
と
に
無
関
係
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
事
実
、
「
言
継
卿
記
」
の
信
長
上
洛
前

こ
の
よ
う
な
高
位
の
医
師
と
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
兼
右
の
医
学
の
素
養
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
だ
け
で
は
な

く
、
吉
田
家
は
、
多
く
の
典
籍
の
書
写
を
残
す
家
柄
で
あ
り
、
彼
自
身
に
も
医
薬
関
係
に
つ
い
て
「
薬
種
抄
」
の
自
筆
写
本
と
さ
れ
る
も
の
、

（
鞭
）

『
薬
製
法
』
一
冊
が
兼
右
自
筆
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
高
名
な
医
家
を
親
戚
に
し
て
い
た
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
典
籍
の

書
写
の
日
常
を
通
じ
て
も
た
ら
さ
れ
る
教
養
も
、
彼
の
医
学
の
素
養
を
培
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
媚
）

れ
て
い
る
の
が
み
え
る
。

（
オ
）
山
科
家
と
の
脚
係
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言
継
を
除
け
ば
、
大
和
も
吉
田
も
、
ふ
だ
ん
は
医
療
行
為
に
関
係
す
る
記
録
の
み
え
な
い
人
び
と
で
あ
る
。
大
和
は
当
時
の
武
家
側
の
実

力
者
で
あ
っ
て
教
養
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
吉
田
は
吉
田
神
社
の
神
主
で
、
神
道
の
拡
大
に
尽
力
し
た
人
物
で
あ
り
、
同
時
に
政
治
的

吉
田
兼
右
は
、
山
科
家
と
は
以
前
か
ら
の
知
り
合
い
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
大
和
宮
内
の
よ
う
な
楽
や
学
芸
を
通
じ
た
親
し
い
関
係
が
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
言
継
か
ら
は
明
ら
か
に
大
和
よ
り
も
軽
い
扱
い
を
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
じ
く
高
い
教
養
を
持
ち
、
一

方
で
高
名
な
医
師
を
親
戚
と
す
る
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
が
南
向
に
対
し
て
行
っ
た
医
療
行
為
は
、
実
際
に
薬
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
そ
の
よ
う
な
準
備
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
吉
田
の
医
療
が
単
に
教
養
の
一
部
と
は
い
え
な
い
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

（
㈹
）

後
の
記
事
に
は
、
そ
の
よ
う
な
政
治
的
緊
張
感
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
多
い
・

両
人
の
関
係
の
あ
る
部
分
は
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
の
、
政
治
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

楽
な
ど
の
文
化
活
動
や
、
御
料
所
収
入
京
上
な
ど
の
政
治
向
き
の
活
動
を
通
じ
た
人
間
関
係
が
、
南
向
の
発
病
と
い
う
出
来
事
を
通
じ
て

医
療
の
人
間
関
係
を
も
た
ら
し
た
。
一
見
奇
妙
に
み
え
る
医
療
で
は
あ
る
が
、
両
者
は
共
通
し
て
教
養
人
と
い
え
る
人
物
で
、
日
本
や
中
国

の
医
書
を
十
分
に
読
み
こ
な
す
能
力
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
大
和
に
は
医
書
の
蔵
書
が
あ
る
こ
と
が
記
録
中
か
ら
窺
え
る
人
物

で
あ
る
。
一
節
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
『
言
継
卿
記
」
で
は
「
周
監
方
」
、
『
言
経
卿
記
』
で
は
『
琢
要
方
」
、
『
盛
方
院
家
秘
方
」
八
冊
、
『
続
添

鴻
宝
抄
」
な
ど
の
や
り
と
り
が
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
蔵
書
が
手
元
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
吉
田
は
医
師
の
家
と
親
戚

で
あ
る
と
同
時
に
、
自
分
も
典
籍
を
扱
う
こ
と
の
で
き
た
人
物
で
あ
っ
た
。
二
節
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
彼
に
は
『
薬
種
抄
」
、
「
薬
製
法
」
の

な
行
動
も
み
ら
れ
る
。

（
力
）
節
の
ま
と
め

吉
田
兼
右
は
、
山
科
家

ソ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま

（
三
）
な
ぜ
彼

（
ア
）
教
養

な
ぜ
彼
ら
に
医
療
行
為
が
で
き
た
の
か

200(60）



す
な
わ
ち
、
②
の
窪
香
正
気
散
が
言
継
の
手
で
、
③
④
の
橘
皮
湯
が
大
和
か
ら
、
⑤
の
参
蘇
飲
が
言
継
、
⑥
の
郭
公
黒
焼
が
吉
田
兼
和
か

ら
、
⑦
の
烏
梅
湯
が
吉
田
兼
右
か
ら
、
⑧
の
草
菓
湯
も
兼
右
か
ら
と
い
っ
た
よ
う
に
、
こ
こ
に
で
て
き
た
人
物
が
そ
れ
ぞ
れ
薬
を
所
持
し
て

い
る
こ
と
は
、
彼
ら
が
医
療
を
生
業
と
は
し
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
特
徴
的
な
こ
と
と
い
え
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
薬
の
備
蓄
を
し
て
い
る
の
は
彼
ら
だ
け
で
は
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
『
尺
素
往
来
」
に
は
常
備
薬
の
勧
め
が
記

（
”
）

載
さ
れ
て
い
る
が
、
な
ん
ら
か
の
薬
を
手
元
に
置
い
て
お
く
習
慣
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
前
章
で
も
ふ
れ
た
が
、
室
町
公
家
社
会
は
応
仁
、

文
明
期
を
下
ら
な
い
時
期
か
ら
、
蘇
合
円
、
牛
黄
円
な
ど
の
贈
答
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
薬
を
や
り
と
り
す
る
人
間
関
係
を
形
成
し
て
い
た

（
認
）

よ
う
で
あ
る
。
言
継
も
ヨ
言
継
卿
記
」
天
文
二
年
十
月
七
日
九
日
条
紙
背
文
書
」
に
よ
れ
ば
、
五
辻
家
に
薬
種
の
分
与
を
求
め
て
い
る
。

つ
ま
り
五
辻
家
に
も
薬
が
準
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

（
認
）

「
言
国
卿
記
」
文
明
十
年
（
一
四
八
一
）
十
一
月
二
十
六
日
条
で
、
禁
裏
が
侍
医
竹
田
法
印
に
言
国
へ
の
投
薬
を
指
示
し
て
い
る
事
例
を
み

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

た
だ
、
教
養
と
し
て
医
学
に
ふ
れ
る
こ
と
と
今
回
の
よ
う
に
実
際
に
診
察
を
し
、
薬
を
調
合
し
て
い
る
事
実
と
の
間
に
は
、
大
き
な
へ
だ

た
り
が
あ
る
。
南
向
の
闘
病
を
通
じ
て
、
大
和
と
吉
田
が
そ
れ
ぞ
れ
薬
を
持
ち
寄
っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
元
に
薬
種
の
準
備
が
な

自
筆
写
本
と
さ
れ
る
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
彼
ら
は
教
養
の
一
部
と
し
て
医
学
の
素
養
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
医
学
が
基
本
的
に
は
輸
入
学
問
で
あ
っ
た

た
め
に
、
漢
籍
の
読
解
力
と
い
う
障
壁
が
そ
こ
に
横
た
わ
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
そ
う
い
う
能
力
に
長
け
て
い
る
、
公
家
や
禅
僧
の
教
養
の
一

部
と
し
て
医
学
が
扱
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
中
国
か
ら
の
医
学
書
籍
の
輸
入
が
増
加
す
る
の
は
室
町
時
代
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
り
、
教
養
の

あ
る
公
家
や
僧
侶
が
医
学
知
識
に
ふ
れ
る
機
会
も
増
加
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

彼
ら
に
医
学
典
籍
を
理
解
す
る
教
養
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
医
療
行
為
を
可
能
に
し
た
一
つ
の
理
由
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
イ
）
薬
の
術
蓄
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た
ち
を
と
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
別
）

瘡
は
、
新
村
の
研
究
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
室
町
期
に
も
庖
瘡
と
同
じ
く
邪
気
の
な
せ
る
わ
ざ
と
み
な
す
傾
向
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る

（
１
）

が
、
こ
こ
に
は
そ
れ
ら
祈
療
に
関
連
す
る
事
柄
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
前
槁
で
み
て
き
た
こ
と
と
反
対
に
、
祈
療
が
前
面
に
で
て
く
る
以

前
に
薬
で
う
ま
く
や
り
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
た
め
で
、
必
ず
し
も
医
学
の
発
達
が
蒙
昧
な
病
理
観
を
一
掃
し
た
と
は
い
え
な
い
。

も
う
少
し
の
ち
の
時
代
、
父
言
継
な
ど
よ
り
さ
ら
に
医
者
ら
し
く
行
動
し
た
言
経
も
、
瘡
の
民
間
療
法
や
、
祈
療
に
信
頼
を
置
い
て
い
る

《
”
）

記
事
が
あ
る
。
し
か
し
、
医
師
で
も
な
い
大
和
や
吉
田
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
冷
静
に
医
療
を
行
い
え
た
の
は
、
彼
ら
が
薬
の
扱
い
に
習
熟
し
て

い
た
か
ら
で
あ
り
、
ふ
だ
ん
の
生
活
で
親
し
ん
で
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

る
こ
と
が
で
き
る
が
、
抱
え
て
い
る
医
師
の
い
な
い
よ
う
な
一
般
の
公
家
や
、
病
が
大
き
な
も
の
で
な
い
場
合
、
薬
の
贈
答
が
可
能
な
の
は
、

自
分
の
手
元
に
薬
の
準
備
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
今
回
の
事
例
は
そ
の
よ
う
な
薬
の
や
り
と
り
が
、
も
っ
と
積
極
的
に
医
療
の
か

以
上
、
彼
ら
が
南
向
の
治
療
を
行
い
え
た
理
由
と
し
て
、
共
通
し
て
典
籍
類
を
扱
う
こ
と
の
で
き
る
教
養
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
教
養
の
一

部
に
医
学
の
知
識
、
薬
の
知
識
を
有
し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
室
町
時
代
公
家
社
会
の
慣
行
で
あ
る
、
家
ご
と
の
薬
の
備
蓄
と
い
う
二
点

を
考
え
た
。

南
向
に
は
夫
で
あ
る
言
継
と
、
ふ
だ
ん
医
師
と
し
て
は
活
動
し
な
い
大
和
宮
内
大
輔
や
吉
田
兼
右
が
担
当
し
た
。
彼
ら
は
大
和
が
武
家
の

実
力
者
で
あ
り
、
吉
田
は
政
治
的
な
行
動
も
み
ら
れ
る
著
名
な
神
道
家
で
あ
っ
て
、
と
も
に
医
師
で
は
な
く
当
該
期
の
教
養
人
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
教
養
の
一
部
と
し
て
、
相
当
の
医
学
の
知
識
を
持
っ
て
い
た
ら
し
い
人
物
で
あ
る
。
し
か
も
薬
を
毎
日
届
け
る
こ

れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
教
養
の
一
部
、

と
が
で
き
る
ほ
ど
薬
の
備
蓄
が
あ
っ
た
。

四
結
語

（
ウ
）
節
の
ま
と
め
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本
論
文
は
一
九
九
六
年
度
日
本
医
史
学
会
六
月
例
会
口
演
発
表
の
一
部
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
一
九
九
六
年
一
月
、
慶
応
義
塾
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
日
本
史
専
攻
に
提
出
し
た
修
士
論
文
の
一
部
に
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

本
論
文
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
桑
山
浩
然
東
京
大
学
教
授
、
小
曽
戸
洋
北
里
研
究
所
部
長
、
真
柳
誠
茨
城
大
学
教
授
、
高
橋
正
彦
慶
応
義
塾
大

学
教
授
、
慶
大
院
生
古
川
元
也
氏
な
ど
か
ら
多
く
の
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
深
く
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
実
際
の
診
察
、
投
薬
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
教
養
人
の
存
在
と
そ
の
治
療
の
実
際
、
さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
行
為
を
可
能
に
し
た
要

因
を
、
教
養
、
親
戚
関
係
、
薬
の
備
蓄
か
ら
考
察
し
た
。

も
積
ん
で
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

記
主
で
あ
る
言
継
に
薬
の
知
識
が
あ
っ
た
か
ら
、
今
回
用
い
た
『
言
継
卿
記
」
の
闘
病
記
録
に
薬
の
名
前
が
多
く
み
ら
れ
る
の
は
当
然
で
、

記
録
中
に
現
れ
る
多
彩
な
薬
名
を
根
拠
に
し
て
、
す
ぐ
に
戦
国
期
の
医
学
の
発
達
に
直
結
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
医
師
で
も

な
い
人
々
が
南
向
の
症
状
の
変
化
に
対
し
て
、
こ
ま
か
な
対
応
を
し
て
い
る
の
は
、
彼
ら
の
医
学
が
す
で
に
教
養
の
範
囲
に
あ
る
も
の
で
な

く
、
そ
れ
よ
り
は
る
か
に
具
体
的
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
ま
た
、
薬
の
備
蓄
の
事
実
か
ら
は
、
彼
ら
が
あ
る
程
度
の
実
際
の
経
験

注
お
よ
び
参
考
文
献

（
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録
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録
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史
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。
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国
害
刊
行
会
校
訂
、
国
害
刊
行
会
、
東
京
、
一
九
一
五
年
。

（
５
）
山
科
言
継
「
新
訂
増
補
言
継
卿
記
」
。
続
群
害
類
従
完
成
会
本
、
高
橋
隆
三
ほ
か
校
訂
、
続
群
言
類
従
完
成
会
、
東
京
、
一
九
六
六
年
。

（
６
）
前
掲
（
３
）
服
部
論
文
。
言
継
が
自
分
で
治
療
を
行
っ
た
こ
と
を
例
外
と
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
あ
と
他
者
に
治
療
を
依
頼
し
た
こ
と

を
、
当
時
の
通
例
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
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（
７
）
こ
の
闘
病
記
録
を
は
さ
ん
で
、
そ
れ
以
前
と
そ
れ
以
後
の
、
医
学
知
識
の
豊
富
な
公
家
と
さ
れ
る
人
物
の
記
録
に
あ
た
る
と
、
た
と
え
ば
前

者
で
は
『
実
隆
公
記
」
「
文
明
十
六
年
十
二
月
八
日
至
十
四
日
紙
背
文
書
」
ｌ
「
竹
田
元
慶
書
状
」
（
一
九
九
五
年
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
特
別

展
示
目
録
、
一
三
頁
所
収
）
で
、
女
の
病
を
竹
田
元
慶
に
依
頼
し
て
い
る
。
後
者
で
は
一
言
経
卿
記
』
、
山
科
言
経
「
言
経
卿
記
』
、
『
大
日
本
古

記
録
」
本
（
二
）
、
一
三
六
頁
’
一
三
七
頁
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
校
訂
第
二
刷
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
九
二
年
、
天
正
十
五
年
（
一

五
八
七
二
月
十
六
日
条
ｌ
同
十
八
日
条
で
は
言
経
女
、
弥
々
の
庖
瘡
に
対
し
て
諸
方
に
診
察
を
依
頼
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
言
経
自

身
に
よ
る
治
療
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。

（
８
）
「
言
継
卿
記
」
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
一
月
十
四
日
条
、
同
十
五
日
条
、
同
十
六
日
条
。
前
掲
（
５
）
『
新
訂
増
補
言
継
卿
記
』
、
巻
五
、
一

（
９
）

へ
０
－

〆
『
１
１
、

（
、
）

、
○
ム
ン

ー
１
｝

（
妬
）

（
昭
）

へ
４
－

戸
で
１
人
』

「
小
乗
覚
自
養
録
紙
背
文
言
」
ｌ
「
義
綱
書
状
」
。
四
月
二
十
二
日
付
書
状
で
は
「
就
家
中
不
慮
之
儀
至
坂
本
上
津
候
、
価
連
々
申
請
候
医
道

伝
授
之
儀
、
此
度
於
相
伝
者
、
入
魂
之
筋
目
可
為
祝
著
候
、
将
亦
近
日
中
風
相
煩
候
（
後
略
）
」
と
み
え
、
四
月
二
十
八
日
付
書
状
に
は
「
今

度
養
生
次
第
申
候
処
種
々
熱
情
誠
不
始
今
儀
難
尽
筆
紙
候
（
中
略
）
以
此
刷
医
道
奥
儀
於
伝
授
別
而
、
可
令
満
足
候
（
後
略
）
」
と
あ
る
。
さ
ら

に
、
五
月
三
日
付
書
状
に
は
「
（
前
略
）
懇
注
出
来
候
也
、
可
為
祝
著
候
、
毎
度
無
心
候
儀
不
及
是
非
候
、
価
乍
軽
少
黄
金
二
両
相
送
候
而
（
後

略
）
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
五
月
二
十
六
日
付
書
状
に
は
、
「
就
今
度
相
煩
至
子
坂
本
被
相
下
候
、
殊
医
道
伝
授
誠
以
懇
情
之
至
、

難
尽
筆
紙
候
（
後
略
）
」
と
あ
る
。
五
月
二
十
六
日
に
あ
る
「
医
道
伝
授
」
の
と
き
だ
け
は
、
道
三
が
実
際
に
中
風
に
つ
い
て
の
指
示
を
し
て

い
る
。
そ
の
ほ
か
は
、
坂
本
か
ら
の
書
状
に
よ
っ
て
「
医
道
伝
授
」
を
も
と
め
て
い
る
。

伊
藤
正
義
「
大
和
宗
恕
小
伝
」
「
諭
集
日
本
文
学
・
日
本
語
」
（
３
）
中
世
所
収
、
五
六
頁
’
五
七
頁
、
角
川
書
店
、
一
九
七
八
年
。

前
掲
（
７
）
『
言
経
卿
記
」
、
『
大
日
本
古
記
録
」
本
（
三
、
六
頁
。
「
一
、
冷
中
殿
所
労
診
脈
之
事
、
大
和
入
道
可
申
由
有
之
間
（
後
略
）
」
。

『
群
害
類
従
」
三
九
）
、
訂
正
三
版
第
六
刷
、
一
七
四
頁
、
田
中
敏
治
ほ
か
校
訂
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
東
京
、
一
九
八
六
年
。
永
禄
六
年

五
月
日
に
、
申
次
の
最
初
に
み
ら
れ
る
。

大
和
宮
内
晴
完
に
は
「
大
和
三
位
入
道
宗
恕
家
乗
」
な
る
武
家
故
実
書
が
あ
り
、
原
本
は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

大
館
常
興
「
大
館
常
興
日
記
」
。
こ
こ
で
用
い
た
「
天
文
十
四
年
記
」
は
天
理
図
書
館
の
所
蔵
で
あ
り
、
大
内
田
貞
郎
と
山
根
陸
宏
の
翻
刻
、

言
ブ
リ
ア
』
七
十
四
号
’
七
十
六
号
所
収
に
よ
る
。

萩
藩
の
家
臣
団
所
蔵
の
文
書
、
系
譜
類
を
あ
つ
め
た
史
料
集
。
享
保
十
年
（
一
七
二
○
）
の
成
立
。
「
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
三
、
山
口
県
文
言
館
、

「
言
継
卿
記
」
永

八
頁
’
一
九
頁
。
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（
調
）

（
妬
）

へへへ

232221
……

（
別
）

へ
８
－

〆
勺
Ｉ
且
』

ヘ
ハ
ｕ
ザ
一

一
『
’
八
一

（
訳
）

へへ

1716
……

宮
本
義
巳
配

一
九
九
三
年
。

『
言
継
卿
記
』

前
掲
（
７
）
『
言
経
卿
記
」
天
正
十
年
二
五
八
二
）
十
月
四
日
条
。
『
大
日
本
古
記
録
」
本
、
（
こ
『
三
○
七
頁
。
「
大
和
宗
恕
入
来
了
、
三

気
二
冊
被
返
了
、
又
軍
敗
之
内
三
巻
又
八
卦
持
来
了
、
可
耆
之
由
、
抑
留
了
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
当
時
、
大
和
、
言
経
、
親
戚
の
薄
甚

四
郎
の
問
で
、
書
籍
の
貸
し
借
り
、
知
識
の
伝
授
が
、
言
経
京
都
追
放
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
山
科
家
に
は
当
時
相
当
の
典
籍

の
蓄
積
が
あ
る
よ
う
で
、
軍
敗
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

宮
本
義
巳
「
戦
国
期
に
お
け
る
毛
利
氏
領
国
の
医
療
と
医
術
」
『
戦
国
織
豊
期
の
政
治
と
文
化
」
三
九
四
頁
、
続
群
害
類
従
完
成
会
、
東
京
、

前
掲
（
７
）
「
言
経
卿
記
」
、
『
大
日
本
古
記
録
」
本
（
一
）
、
三
○
○
頁
’
三
○
三
頁
。

前
掲
（
７
）
『
言
経
卿
記
」
、
『
大
日
本
古
記
録
」
本
（
二
）
、
二
七
頁
。

前
掲
（
７
）
『
言
経
卿
記
」
、
『
大
日
本
古
記
録
』
本
三
）
、
五
八
頁
。
な
お
、
六
○
頁
の
同
八
日
条
に
は
、
「
大
和
宗
恕
へ
鴻
宝
四
書
之
遣
了
」

古
川
元
也
「
永
禄
元
年
の
楮
公
事
相
論
」
『
三
田
中
世
史
研
究
」
創
刊
号
、
一
頁
’
三
二
頁
、
一
九
九
四
年
。

前
掲
（
ｍ
）
伊
藤
論
文
。
五
八
頁
’
七
一
頁
。

『
国
書
総
目
録
」
に
は
近
世
の
写
本
に
あ
る
賊
文
か
ら
、
著
者
を
半
井
道
三
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
書
写
の
記
事
が
あ
る
『
言
継
卿
記
」

永
禄
九
年
（
一
五
八
五
）
八
月
二
十
三
日
条
の
記
載
に
よ
る
と
、
左
大
史
小
槻
伊
治
宿
禰
が
丹
波
重
長
、
盛
長
二
代
の
日
記
を
抄
出
し
た
も
の

が
『
周
監
方
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
写
本
が
伝
来
し
て
い
る
も
の
と
、
こ
こ
で
の
も
の
が
同
じ
で
あ
る
と
は
断
定
で

前
掲
（
７
）
『
言
経
卿
記
」
、
「
大
一

万
里
小
路
惟
房
「
惟
房
公
記
」
。
一

（
五
）
、
四
二
七
頁
’
四
六
八
頁
、

る
。
以
後
「
惟
房
公
記
」
に
つ
い

録
の
一
致
し
な
い
箇
所
も
あ
る
。

と
い
う
記
事
が
あ
る

髪
ご
泡
払
い
○

九
七
○
年
に
よ
っ
た
。

永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
三
月
六
日
ｌ
同
十
六
日
条
。
前
掲
（
５
）
『
新
訂
増
補
言
継
卿
記
』
本
（
五
）
、
四
七
頁
’
五
二
頁
。

「
大
日
本
古
記
録
」
本
（
一
二
）
、
二
一
九
頁
。

。
『
続
々
群
害
類
従
」
所
収
の
刊
本
と
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
影
写
本
に
よ
っ
た
。
「
続
々
群
害
類
従
」
本

頁
、
和
田
英
松
校
訂
、
国
書
刊
行
会
、
東
京
、
一
九
○
九
年
。
当
該
記
録
は
四
四
六
頁
’
四
六
○
頁
に
み
ら
れ

つ
い
て
は
『
続
々
群
害
類
従
」
本
の
頁
を
注
記
す
る
が
、
主
に
史
料
編
墓
所
影
写
本
に
よ
っ
て
い
る
た
め
、
記
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順
に
六
日
条
か
ら
「
大
和
宮
内
大
輔
晴
完
二
借
用
之
音
曲
之
本
（
満
仲
、
橋
弁
慶
）
二
番
写
之
、
即
遣
之
、
井
美
乃
紙
二
帖
遣
之
、
他
行
云
々
」
、

七
日
条
に
「
大
和
宮
内
大
輔
ョ
リ
小
督
、
雲
雀
山
又
二
番
到
」
、
八
日
条
に
「
大
和
宮
内
大
輔
所
へ
午
時
罷
向
、
音
曲
之
本
雲
雀
山
之
本
先
返

之
、
三
人
之
子
二
小
袖
箱
以
下
一
シ
、
遣
之
」
、
十
日
条
に
「
自
大
和
音
曲
之
本
三
番
（
み
も
す
そ
、
ろ
う
き
わ
う
、
千
し
ゅ
し
け
ひ
ら
）
到
、
今

朝
こ
か
う
の
本
返
遣
之
」
、
十
四
日
条
に
「
大
和
宮
内
大
輔
二
音
曲
之
本
三
番
（
み
も
す
そ
、
ろ
う
き
わ
う
、
千
し
ゅ
重
ひ
ら
）
返
遣
之
」
、
十
六

日
条
に
「
従
大
和
宮
内
大
輔
音
曲
之
本
（
小
手
巻
、
帰
雁
、
は
ま
な
ら
し
）
三
番
到
」
と
み
え
る
。

命
）
一
条
兼
良
に
よ
る
と
さ
れ
る
消
息
文
。
「
群
言
類
従
」
本
、
訂
正
三
版
六
刷
（
九
）
、
五
○
三
頁
’
五
一
二
頁
、
一
九
八
七
年
。
前
掲
（
３
）

服
部
論
文
、
一
九
六
頁
’
一
九
八
頁
参
照
。

兎
）
山
科
言
国
「
言
国
卿
記
」
。
『
史
料
募
集
』
本
、
豊
田
武
ほ
か
校
訂
、
続
群
書
類
従
完
成
会
、
東
京
、
一
九
七
五
年
。
山
科
家
雑
掌
、
大
沢
久

守
ほ
か
「
山
科
家
礼
記
』
。
「
史
料
募
集
」
本
、
豊
田
武
ほ
か
校
訂
、
続
群
害
類
従
完
成
会
、
東
京
、
一
九
七
三
年
。

（
羽
）
「
言
国
卿
記
」
文
明
十
年
（
一
四
七
八
）
十
二
月
四
日
条
。
前
掲
（
躯
）
『
史
料
纂
集
』
本
（
三
）
、
一
三
一
頁
。
な
お
同
本
一
三
頁
、
同
六
月

二
十
日
条
に
「
長
門
守
守
命
丸
ア
わ
ス
ル
也
、
各
丸
ス
ル
也
、
予
モ
女
中
以
下
丸
之
了
」
と
あ
り
、
言
国
も
手
伝
っ
て
い
る
。
『
山
科
家
礼
記
」

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
調
剤
の
記
事
が
み
ら
れ
る
。

（
別
）
「
山
科
家
礼
記
』
明
応
元
年
（
一
四
九
二
）
八
月
四
日
条
。
前
掲
（
配
）
「
史
料
蟇
集
」
本
（
五
）
、
二
九
八
頁
。

（
別
）
三
条
西
実
隆
『
実
隆
公
記
』
。
『
続
群
害
類
従
完
成
会
大
洋
社
本
』
再
版
（
一
上
）
、
二
八
頁
、
高
橋
隆
三
ほ
か
校
訂
、
続
群
害
類
従
完
成
会

大
洋
社
、
一
九
五
八
年
。
「
自
暁
天
虫
所
労
計
会
者
也
、
阿
伽
陀
薬
自
御
所
被
下
之
、
叩
得
減
」
。

（
翌
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
、
岡
田
章
雄
訳
注
「
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
文
化
と
日
本
文
化
』
第
十
四
章
二
十
七
項
、
一
八
五
頁
、
「
岩
波
文
庫
』
、
一
九
九
一

へ へへ

353433
………

（
鍋
）

前前年
掲掲参
へへ 照
『 一 局○

前
掲
（
７
）
『
大
日
本
古
記
録
』
本
（
二
）
、
二
四
一
頁
。

前
掲
（
５
）
『
新
訂
増
補
言
継
卿
記
」
（
五
）
、
二
八
頁
。

蘇
合
円
の
普
及
と
流
通
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
、
『
山
科
家
礼
記
」
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
六
月
十
二
日
条
、
同
八
月
十
四
日
条
、
前
掲
弱
）

『
史
料
募
集
」
本
（
五
）
、
一
二
八
頁
、
一
五
六
頁
に
よ
れ
ば
、
山
科
家
に
当
時
家
宅
の
あ
っ
た
坂
本
か
ら
蘇
合
円
を
送
っ
て
き
た
記
事
が
あ

る
。
当
時
、
常
備
薬
の
類
い
と
し
て
公
家
社
会
で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
。

『
満
済
准
后
日
記
」
永
享
三
年
（
一
四
三
一
）
六
月
十
七
日
条
ｌ
同
二
十
三
日
条
、
准
后
満
済
「
満
済
准
后
日
記
』
、
「
続
群
害
類
従
」
本
（
補
遺
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一
下
）
、
二
五
七
頁
’
二
五
九
頁
、
訂
正
三
版
六
刷
、
和
田
正
夫
ほ
か
校
訂
、
続
群
害
類
従
完
成
会
、
東
京
、
一
九
八
七
年
参
照
。
加
持
と
治

療
が
同
時
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
者
を
交
代
さ
せ
て
い
る
。
類
例
は
、
別
の
記
録
に
も
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。

（
師
）
吉
田
兼
右
『
兼
右
卿
記
』
。
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
か
ら
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
ま
で
東
京
大
学
史
料
編
墓
所
の
影
写
本
に
よ
る
。

（
犯
）
前
掲
（
４
）
『
言
継
卿
記
」
、
国
耆
刊
行
会
本
（
四
）
、
七
一
頁
。

（
調
）
「
惟
房
公
記
」
前
掲
（
Ⅳ
）
「
続
々
群
書
類
従
」
本
で
は
四
五
九
頁
。
閨
六
月
六
日
条
に
「
吉
田
兼
右
卿
今
朝
自
若
州
京
着
、
（
清
侍
従
所
、
依
乱

中
寄
宿
）
御
料
所
之
儀
猶
様
体
可
来
示
云
々
」
と
み
え
、
同
記
七
日
条
に
は
「
従
若
州
吉
田
右
兵
衛
督
卿
一
昨
日
上
洛
依
所
労
今
日
参
申
入
者

也
、
御
料
所
之
儀
為
御
使
罷
下
之
処
、
国
之
儀
依
［
去
年
］
旱
肱
不
事
行
、
以
種
々
秘
計
万
疋
為
旧
未
進
分
所
進
也
、
於
当
年
者
、
従
跡
可

運
上
云
々
」
と
み
え
る
。
ま
た
、
「
言
継
卿
記
」
を
み
る
と
前
掲
（
５
）
『
新
訂
増
補
言
継
卿
記
」
（
五
）
、
一
○
八
頁
に
は
、
同
月
六
日
条
に

「
東
山
吉
田
従
若
州
上
洛
、
御
料
所
万
疋
参
云
々
」
、
同
七
日
条
に
「
吉
田
来
、
宮
筍
布
（
越
中
）
、
一
端
送
之
、
祝
著
了
」
と
み
え
る
。
『
お

湯
殿
の
上
日
記
」
、
『
続
群
害
類
従
」
本
（
補
遺
三
’
六
）
、
二
三
頁
、
訂
正
三
版
六
刷
、
和
田
正
夫
ほ
か
校
訂
、
続
群
害
類
従
完
成
会
、
東
京
、

一
九
八
七
年
を
み
る
と
、
七
日
条
に
「
わ
か
さ
よ
り
く
御
御
れ
う
所
ま
い
り
候
、
よ
し
田
か
ね
み
き
の
ほ
り
て
、
つ
る
を
進
上
」
と
あ
る
。

（
伽
）
橋
本
政
宣
「
信
長
上
洛
前
後
に
お
け
る
山
科
言
継
の
行
動
」
『
日
本
歴
史
』
五
六
九
号
、
三
頁
、
一
九
九
五
年
。

（
狐
）
前
掲
（
Ⅳ
）
。
「
続
々
群
害
類
従
」
本
で
は
四
五
○
頁
。

（
妃
）
「
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
、
続
群
害
類
従
完
成
会
本
（
五
）
、
「
土
岐
支
流
吉
田
」
、
二
七
○
頁
。

（
娼
）
前
傾
（
５
）
「
新
訂
増
補
言
継
卿
記
」
（
五
）
、
二
五
頁
、
同
一
二
七
頁
。
閨
六
月
二
十
四
日
条
に
「
吉
田
旅
宿
盛
方
院
之
松
可
洗
与
之
由
、

申
之
間
、
令
同
道
罷
向
」
、
七
月
十
九
日
条
に
「
吉
田
武
術
借
屋
盛
方
院
え
罷
向
、
他
行
云
々
」
と
あ
る
。

（
“
）
前
掲
（
蛇
）
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
（
五
）
、
「
土
岐
支
流
坂
」
、
二
六
七
頁
。

（
妬
）
前
掲
（
３
）
服
部
論
文
、
三
二
六
頁
’
三
二
七
頁
、
お
よ
び
新
村
拓
『
日
本
医
療
社
会
史
の
研
究
ｌ
古
代
中
世
の
民
衆
生
活
と
医
療
」
、
七
九

頁
、
法
政
大
学
出
版
局
、
東
京
、
一
九
八
五
年
参
照
。
な
お
、
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
（
一
二
）
、
前
掲
（
蛇
）
、
一
六
九
頁
で
は
定
珪
を

瑞
竹
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
瑞
竹
院
に
比
定
さ
れ
て
い
る
定
珪
は
「
お
湯
殿
の
上
日
記
』
永
禄
十
二
年
（
一
五
七
○
）
五
月
七
日
条
、

前
掲
（
調
）
、
『
群
害
類
従
」
本
（
補
遺
三
’
六
）
、
五
一
六
頁
、
に
は
「
た
け
た
ほ
う
ゐ
ん
の
御
れ
い
に
、
す
愛
り
、
牛
黄
円
進
上
申
」
と
あ
っ

て
、
こ
の
頃
に
法
印
位
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
定
珪
は
こ
こ
で
の
瑞
竹
法
印
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
媚
）
前
掲
（
３
）
服
部
論
文
、
一
七
六
頁
’
一
八
○
頁
。
服
部
の
作
成
し
た
表
に
よ
る
と
、
天
文
十
六
年
（
一
五
四
七
）
か
ら
永
禄
七
年
（
一
五
六
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……

四
）
ま
で
「
た
け
た
す
い
ち
く
」
な
る
医
師
が
み
ら
れ
る
。

天
理
図
書
館
に
は
吉
田
文
庫
と
し
て
、
吉
田
家
累
代
の
記
録
、
神
道
関
係
文
言
、
典
籍
類
が
多
数
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
兼
右
自
筆
と
さ
れ
る

記
録
、
文
書
、
典
籍
の
写
本
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
鳥
居
清
「
吉
田
文
庫
の
兼
右
自
筆
本
に
つ
い
て
（
三
）
ｌ
記
録
・
文
書
・
雑
書
な
ら
び
に

補
遺
ｌ
」
言
ブ
リ
ア
」
二
九
号
、
四
三
頁
、
一
九
六
一
年
参
照
。

前
掲
（
５
）
『
新
訂
増
補
言
継
卿
記
」
（
五
）
、
一
三
頁
、
一
七
五
頁
。
正
月
七
日
に
神
物
を
贈
ら
れ
て
い
る
。

前
掲
（
５
）
「
新
訂
増
補
言
継
卿
記
」
（
五
）
、
一
画
頁
。
「
勧
修
寺
へ
罷
向
、
草
朴
之
木
引
之
、
令
所
望
、
又
竹
門
・
中
山
・
五
条
・
滋
野
井
・

極
臆
等
中
将
碁
有
之
、
吉
田
右
兵
衛
督
（
兼
右
卿
）
、
同
侍
従
（
兼
和
）
、
来
了
」
。

前
掲
（
５
）
、
「
新
訂
増
補
言
継
卿
記
」
（
五
）
、
四
五
頁
。
「
知
恩
寺
へ
罷
向
、
受
十
念
、
食
籠
・
柳
一
荷
随
身
、
内
々
従
広
橋
亜
相
案
内
申
、

則
令
同
道
、
賀
二
位
同
来
、
蒸
麦
・
吸
物
等
に
て
酒
及
数
盃
、
後
二
又
吉
田
右
兵
衛
督
（
兼
右
卿
）
来
了
、
次
各
令
同
道
罷
帰
了
」
。

室
町
時
代
に
は
、
応
永
年
間
の
山
科
教
言
の
内
蔵
頭
任
官
以
降
、
こ
の
職
を
山
科
家
が
相
伝
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
内
蔵
寮
の
最
大
の
役
割

は
御
服
調
進
で
あ
っ
て
、
こ
こ
か
ら
諸
行
事
に
深
く
関
係
す
る
官
司
と
な
っ
て
い
た
。
内
蔵
寮
は
中
世
前
期
に
次
官
ク
ラ
ス
の
官
人
の
世
襲

が
先
行
し
た
。
こ
れ
は
実
際
の
宮
中
儀
礼
に
関
係
す
る
重
要
な
内
廷
官
司
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
室
町
期
に
な
っ
て
か
ら
の
御
服
の
こ
と

に
つ
い
て
、
山
科
家
が
担
当
し
て
い
る
こ
と
は
『
山
科
家
礼
記
」
に
お
い
て
、
山
科
家
雑
掌
大
沢
が
服
の
規
定
に
つ
き
、
言
国
か
ら
下
問
さ

れ
て
い
る
事
例
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
今
正
秀
「
平
安
中
・
後
期
か
ら
鎌
倉
期
に
お
け
る
官
司
運
営
の
特
質
Ｉ
内
蔵
寮
を
中
心
に
ｌ
」
『
史
学

雑
誌
」
九
九
二
）
、
一
頁
’
三
六
頁
、
一
九
八
七
年
。

前
掲
（
５
）
『
新
訂
増
補
言
継
卿
記
」
（
七
）
、
二
三
○
頁
。

前
掲
（
詔
）
「
史
料
纂
集
』
本
（
三
）
、
一
○
七
頁
。

前
掲
（
妬
）
新
村
論
文
、
三
七
一
頁
。

「
言
経
卿
記
』
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
八
月
十
六
日
条
。
前
掲
（
７
）
『
大
日
本
古
記
録
」
本
（
二
）
、
三
一
三
頁
。
「
一
、
西
御
方
へ
早
朝

二
罷
向
、
瘡
疾
御
符
持
罷
向
了
、
金
蔵
坊
二
令
所
望
了
（
中
略
）
一
、
西
御
方
へ
見
舞
二
八
時
分
二
罷
向
了
（
中
略
）
又
晩
景
二
沈
香
・
草
菓
．

黄
岑
・
川
言
・
白
正
調
合
、
三
包
進
了
」
と
あ
る
。
堺
で
世
話
に
な
っ
て
い
る
本
願
寺
佐
超
の
室
が
西
御
方
で
あ
る
が
、
瘡
の
脈
診
、
投
薬

黄
岑
・
川
言
・
白
正
調
合
、
一

と
と
も
に
符
を
進
め
て
い
る
。

（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
学
研
究
部
）
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PatientsObservedinOldDiariesoftheMuromachiPeriod(2)

66Tokitsugu-kyoki''andthelllnessofMinamimuki

bvlsakuMIZUTANI

Inthispaper,followingtheformerpaper,theauthortriestoclarifytheactualstateofpeople'slives

withregardtodiseaseintheMuromachiPeriod.Theauthenticdocument$&Tokitugu-kyoki''(言継卿記),

thediaryofTokitsuguYamashina,wasmainlyusedasahistoricalmaterial.

InthestoryoftheillnessofTokitsugu'swifeMinamimuki(南向)inthisdiarythefactthatthosewho

werenotdoctorscoulddomedicalexaminationsandprovidemedicationatthattimewasnoticed.

Itwasowingtotheirmedicalknowledgewhichwasonepartoftheircultureandalsotothemedicine

availabletothem,thattheywereabletoperformsuchmedicaltreatments.

（
つ
ゃ
）

つ
つ
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